
● 大会の種類には公式大会と公認大会があります。
「公式大会」…日本水泳連盟（愛知水泳連盟）主催の大会
「公認大会」…日本スイミングクラブ協会が日本水泳連盟に許可をもらって行う大会

● 大会に出場するためには「競技者登録」が必要です。
１年度に１回、日本水泳連盟に登録をすること。年度の途中でも登録はできます。
当クラブ選手コース在籍者は、選手登録をして頂きます。（特別な理由がない限り）

● 出場区分（グループ）があります。
Ｓグループ ６歳以下 Ａグループ ８歳以下
Ｂグループ １０歳以下 Ｃグループ １１-１２歳
Ｄグループ １３-１４歳 Ｅグループ １５-１８歳

＊大会当日の満年齢になります。
＊大会の規定で、１０歳以下～１５歳以上が一般的です。
＊但し、中学・高校の大会と東海選手権、とびうお杯等、学年ごとに分かれる大会もあります。

● 大会には長水路と短水路があります。
「長水路」…オリンピックの様な片道50ｍプールで行うこと
「短水路」…現在クラブ練習で使用している片道25ｍプール、また長水路プールを横で使用し
　　　　　　　　片道25ｍプールとして使用すること

● 日本水泳連盟が決定した「資格級」があります。
各種目・距離の年齢ごとにタイムが設定されています。『日本水泳連盟　資格級』で検索できます。

● 参加標準タイムを突破して参加する大会もあります。
【標準タイムがない大会】…競技者登録をしていれば出場できる  ここでタイムを残し、
　　　　　　　　　　　　　　　　　 参加標準がある大会へ出場できるようにしよう！
☆三河地区春季認定（４月） ☆三河地区杯（５月） ☆三河地区チャレンジ（７月）
☆愛知県スプリント選手権（９月） ☆三河地区秋季認定（１１月）

【資格級での標準タイムの大会】
☆東海ブロック長水路（５月） ☆新年フェスティバル（１月）

【前年度からの公式・公認大会で突破したら出場できる大会】
☆愛知県ジュニアオリンピック（６月） ☆中部ジュニア水泳選手権（９月）

【期間内で突破したら出場できる大会】
☆全国ジュニアオリンピック夏季（８月） ☆全国ジュニアオリンピック春季（３月）

【選考されたら出場できる大会】
☆国民体育大会（９月） ☆全国ブロック対抗（１０月）
☆東海選手権（１１月） ☆３地区対抗戦（２月）

【登録していなくても出場できる大会】
☆三河地区ジュニアスプリント記録会（３月）

＊上記大会以外の大会に参加をすることもあります。また、上記大会への参加をしないこともあります。
＊クラブ内で参加標準タイムを決めて、突破者のみ参加することもあります。

● 大会の約１ヶ月前に「申込み案内」を配布します。
〆切期日までに出場種目に印をつけて申込んで下さい。
標準タイムは申込み〆切までに突破していなければ出場はできません。
年間通してたくさんの大会があるので、申込みが重なることがあります。
どの大会の何の種目に申込んだのか控えておいて下さい。
プログラム、撮影許可証の申込みも一緒にします。

● 大会の約１週間前に「当日の案内」を配布します。
大会本部からの注意事項・競技時間等の連絡をします。
目標タイムを決めて、ベストタイムが出せるようにしましょう。

大会の申込みや種目等分からないことがあれば、選手コーチに相談して下さい。
初めての場合はもちろん、なんでも遠慮せずに聞いて下さい。積極的に大会に参加しましょう！


